
純資産600万円以上 ⇒

純資産360万円～600万円未満 ⇒ 旅行業協会加入

資本金600万円以上 ⇒

資本金360万円～600万円未満 ⇒ ⇒

直接知事に登録可能

これから作る 旅行業協会加入手続後 ⇒

資産不足の為直接知事に登録は不可 ⇒

都道府県知事に登録

旅行業協会加入手続後 都道府県知事に登録

開業フローチャート

直接知事に登録：基準資産額300万円＋営業保証金300万円＝600万円以上

既に法人があ

る

設立1年以上（決算が済んでいる）

設立1年未満（未決算）

旅行業協会加入も直接都道府県知事に登録も可能

資本金600万円以上

旅行業協会加入：基準資産額300万円＋協会の分担金60万円＝360万円以上

直接知事に登録の場合は資本金を600万円以上に増資

直接知事に登録の場合は資本金を600万円以上に増資

直接知事に登録の場合は純資産600万円以上にする

資本金360万円以上~600万円未満

旅行業協会加入も直接都道府県知事に登録も可能



旅行業協会加入のメリットとデメリット

メリット： ①信用がつく（？）

②困ったとき協会が助けてくれる ⇒ 未加入でもクレーム等の処理は協会が行ってくれることになっています ⇒ 法定五業務

③協会のクーポンが利用できる（別途費用が発生）

④協会のオンラインシステムを利用できる ⇒ 日本旅行のシステムオンラインを利用（別途費用発生）

⑤協会の研修に参加できる ⇒ 未加盟でも参加できます（参加費用は加盟会社より割高）

⑥毎月の冊子で情報が届く（ANTAニュース、JATAこみ等）

⑦名刺等に旅行業協会のロゴを使用できる ⇒

しかし（下記デメリットも！！）

★この営業保証金も弁済業務保証金分担金も旅行業を廃止すると返還される！★

デメリット： ①加入時に入会金他が必要（ANTAの場合約70万円前後/都道府県により異なる、JATAの場合80万円） ⇒ 返還されません

②毎年年会費が必要（ANTA10万円前後/JATA30万円） ⇒ 返還されません

なんといっても最大のメリットは営業保証金300万円（国に供託する）⇒弁済業務保証金分担金60万円（旅行業協会に預ける）


